












国籍・地域 男（名） 女（名） 計（名）
韓　　国 4 10 14
ベトナム 4 2 6
ミャンマー 4 1 5
中　　国 3 1 4
台　　湾 0 1 1
合　　計 15 15 30
Ⅱ．プログラム日程表
2015 年 11 月 19 日（木曜日）
時間 内容 備考
12：50 長崎短期大学出発 留学生乗車（貸切バス 2 台、引率 4 名）
14：00 東前寺に到着
14：05 東前寺「入門式」 学生代表の挨拶（中国女子留学生 1 名、韓国
男子留学生 1 名）
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11：40 東前寺出発 貸切バス 2 台
12：40 長崎短期大学到着












５ ４ ３ ２ １評価項目
↓
① 19 6 3 0 0
② 9 9 8 2 0
③ 12 13 3 0 0
④ 10 14 4 0 0
⑤ 15 7 4 2 0
⑥ 12 11 4 1 0
⑦ 13 10 4 1 0
⑧ 14 8 6 0 0




　表 1 は評価項目に対して、それぞれの評価段階に「○」をつけたアンケート回答者数である。表 2 は各評価


























































　　  写真 1　留学生と地域住民とのカルタ体験 写真 2　留学生によるミニ茶会（鎮信流）
（2015 年 11 月 20 日章撮影）
Ⅳ．まとめ
　今年度、長崎短期大学が平成 27 年度「大学教育再生加速プログラム」（Acceleration Program for University 
Education Rebuilding : AP）に選出され、全国の短大では唯一採択され、5 年間で約 7 千万円の助成を受ける
予定である。この AP の採択によって、本学は地域の職を支える人材の育成を目標とし、2016 年度から 4 学期
制を導入し、1 年次に国内外で多様な活動ができる「長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）」を始めるこ
ととなった。長崎短期大学の地域貢献という観点から始まった本プログラムが、AP 採択の追い風に乗り、来
年度も大学と地域双方の理解を深め、留学生の満足度を上げるなど様々な効果を生む活動としてますます発展
することを願ってやまない。
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